
 

 

 

平成 28年度事業報告 

 

茶を楽しみ、その文化、歴史に触れ、茶の魅力を実感できる「茶の都しずおか」

づくりの一翼を担い、世界の茶文化の紹介やお茶を楽しむ新しいスタイルを提案す

るとともに、日本茶・静岡茶を世界に向けて情報発信する態勢の整備を行った。 

本年度は、世界お茶まつり 2016が開催されたため、本協会が担当するプログラム

を有意義かつ円滑に実施した。 

また、日本茶輸出促進協議会をはじめ、農林水産省、関係団体と連携して緑茶の

魅力や緑茶に関する情報を世界へ発信し、海外への普及や輸出の促進を図った。 

 

１ 茶文化に関する講座及び体験事業（公益目的事業１） 

（１）茶文化セミナー等の開催 

「茶の都しずおか」の創造を目指し、お茶に関する文化、歴史、機能性研究

成果など様々な情報発信を行った。 

テーマ 時期・場所 内   容 人数 

茶の都しずおか

創造セミナー 

平成 28年 5月 14日 

龍門山 石雲院（牧之

原市坂口） 

世界お茶まつり2016春の祭典

に併せ、「海外から見た和食・

緑茶の魅力発信」をテーマに、

日本在住の外国人専門家を招

へいして、和食と茶の海外発

信についてそれぞれの視点で

語っていただき、茶の文化的

価値を発信した。 

95人 

春の祭典  茶の

歴史ギャラリー

の設置運営 

平成 28年 

5月 13～15日 

原子力防災センタ

ー（牧之原市坂口） 

世界お茶まつり2016春の祭典

において、明治から昭和初期

の「蘭字」ラベルの展示や世

界の茶道具展示を行い、輸出

商品としての日本茶の歴史を

発信した。 

40,500人

（春の祭

典来場者

数） 
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（２）情報誌「緑茶通信」等の発行 

緑茶に関する幅広い情報を発信するため、情報誌「緑茶通信」を発行した。 

発行時期 主要テーマ 発行部数 

平成 28年 9月 

39号 抹茶･粉末緑茶の現状と未来 

「米国における抹茶市場の動向と将来の見通し」 

「抹茶の現状と未来」 

「日本伝統文化でタイ市場に挑む」 

「インスタント緑茶の製造方法と今後の改善点」 

○世界お茶事情「カナダ市場の概要」 

○茶業研究最前線「三重県農業研究所 茶業研究

室」 

○全国の茶産地から「兵庫県 伝統がいきづく丹波

篠山茶」 

○世界緑茶協会レポート「世界緑茶コンテスト

2016入賞茶決定」他 

1,000部 

平成 29年 3月 

40号 世界緑茶会議 2016 

－世界の緑茶市場拡大への戦略－ 

「アメリカの茶事情について」 

「日本茶を世界へ」 

「カナダにおけるお茶の可能性」 

「世界の茶経済 傾向と可能性」 

「中国の茶産業の概況」 

○茶業研究最前線「佐賀県茶業試験場」 

○全国の茶産地から「静岡県 浜松のお茶」 

○世界緑茶協会リポート「平成 28年度 O-CHA パイ

オニア賞顕彰 受賞者決定他」 

○特別寄稿「茶－私たちの心身を爽やかに鼓舞す

るもの 世界標準－サイエンスは品質と健康を

規定する」 

1,000部 

 

（３）静岡茶体験コーナーの運営 

茶文化の普及や茶の消費拡大を図るため、「しずおかＯ-ＣＨＡプラザ」の静

岡茶体験コーナーを自主運営するとともに、県内茶産地のお茶を使ったミニ講

座を県から受託して実施した。 

 ＜しずおかＯ－ＣＨＡプラザの運営概要＞ 

施設規模 水の森ビル３階 65㎡  15席 

運営体制 

開場時間 月曜～金曜 午前９時 30分～午後４時 30分 

内 容 お茶の新商品・世界緑茶コンテスト入賞茶・世

界の茶等の展示、会員市町の企画展示、ミニ講

座の企画・運営 
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＜利用者数＞ 

期 間 人数（人） 期 間 人数（人） 

第 1四半期 

４～６月 
786 

第３四半期 

１０～１２月 
1,390 

第２四半期 

７～９月 
1,277 

第４四半期 

１～３月 
1,848 

 計 5,301 

 

＜ミニ講座開催実績＞ 

 

２ 世界の茶に関する情報の集積及び発信 

（１）日本茶の輸出促進 

ア 国際的な見本市への参加 

世界最大の茶の見本市「World Tea Expo 2016」へ出展し、日本茶の淹れ方

や安全性、緑茶の機能性を紹介するとともに、輸出に取り組む茶業者の出展

支援と商品展示を行った。 

開催地 米国 

開催日時 平成 28年 6月 15～17日 

名 称・ 

開催場所 

World Tea Expo 2016 

米国ラスベガス 

 

イ セミナー等の開催 

日本茶商品の魅力や価値を消費者へ伝えるため、茶業関係者の商品開発力

向上を支援するセミナーを開催した。 

 

テーマ 時 期 
回数 

（回） 

参加者 

（人） 

新茶を愉しむ  5月 19日～ 6月 7日 6 155 

暑い夏にピッタリ☆ 冷茶の魅力
新発見！ 

 7月 6日～ 7月 15日 6 147 

夏休み親子で楽しむお茶講座  8月 1日～ 8月 10日 6 82 

お茶の多様性を知る  9月 15日～ 9月 30日 6 118 

普段使いで楽しもう！抹茶・粉末茶 11月 17日～12月 1日 6 154 

入賞茶を味わう  1月 13日～ 2月 3日 6 132 

みんなで楽しむ Tea Style ～お茶
とお菓子の組合せ～ 

 2月 21日～ 3月 6日 6 142 

計 42 930 

3



 

 

テーマ 日本茶マーケティングセミナー2017「パッケージの威力」 

日 時 平成 29年 3月 10日（金）13:30～15:30 

場 所 水の森ビル２Ｆ会議室（静岡市駿河区南町 14－１） 

内 容 ○パッケージデザイン～魅せる工夫と見せる工夫 

 講師：「まち・文化研究所」代表 森田みか 氏 

○世界緑茶コンテスト出品茶の傾向 

 講師：公益財団法人世界緑茶協会 主任 佐藤真紀 

参加者数 27 名 

 

ウ 日本茶を海外に紹介するためのコミュニケーション能力養成講座の開催 

  （ア）英語の通訳案内士対象のお茶研修会 

静岡県文化・観光部観光交流局観光政策課と共同で開催し、20名に 3つ

のテーマで開催した。 

 テーマ 場 所 日 程 内 容 

1 

美味しい茶の 

淹れ方 

抹茶/茶道の基本 

O-CHAプラザ 

茶道家 

吉野亜湖 

7月 24日（日） 

13：00-17：00 

実演を交え、美味しい

茶の淹れ方と茶道の基

本や歴史を説明 

2 
茶の栽培・製造方法

と工程、品種 
森内茶農園 

8月 27日（土） 

13：30-16：30 

茶園及び荒茶加工施設

の見学、園主の概要説

明 

3 
茶 の 種 類 と 仕 上

げ・ブレンド 

前田金三郎 

商店 

9月 10日（土） 

8：30-11：30 

店舗及び仕上茶加工施

設の見学、店主の概要

説明 

   

（イ）静岡県内大学留学生等対象のお茶研修会 

静岡県立大学茶学総合研究センターと共同で研修会を開催した。 

場 所 時 期 内 容 

静岡県立大学 平成 28年 10月 1日 日本のお茶に関する講義と体験 

 

（２）世界への情報集積・発信 

ア 世界とのネットワーク形成 

茶の輸出入については、国際的な規格や基準の制定が進められており、我

が国としてもこれらの協議に積極的に参画していく必要がある。 

このため、農林水産省が設置した国際規格への国内審議委員会に構成員と

して参画し、国内関係団体の意見調整や対国際団体の窓口役を担うとともに、

国内外の情報集積を行った。 
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区 分 内 容 

茶に関する国際

会議への参加調

整 

・5月 25～27日にケニアで開催された FAO-IGG（国連世界食

糧農業機構「茶に関する政府間グループ」）の本会議に日

本代表団の一員として参加した。輸出入の規制や品質と流

通に関する議題について日本の意見を調整して、対応方針

を消費国、生産国間の政府間レベルで検討した。 

各国の茶関連団

体との交流、情報

交換 

全米茶業協会、世界茶連合会、中国茶葉流通協会、中国国

際茶文化研究会、韓国国際茶文化交流協会、台湾茶協会など

との交流により、情報収集と発信を行った。 

 

イ O-CHAネット、会員制情報共有サイトを活用した情報集積と発信 

平成 18年 3月の設立時から開設しているホームページや SNSを活用し、国

内外へ幅広くお茶に関する多様な情報発信を積極的に行った。また、ホーム

ページのトップ画面や基本システムを更新した。 

内 容 発信手段 

・世界的なお茶に関するニュースや生産・消費

などの状況 

・国際的な見本市や旬のイベントに関する情報 

・お茶の機能・効能に関する研究成果情報 

・協会や各団体が開催する講座の開催に関する

情報 

世界緑茶協会ホームページ

「O-CHAネット」 

賛助会員向けメールマガジン

（1回/月程度） 

Facebook による多言語の情報

発信（2回/週程度） 

 

ウ 海外での日本茶教育用データベースの作成 

海外の日本茶教育者が日本茶普及・啓発・教育への正しい情報の活用を促す

目的で、日本茶教育用の英語版静止画データベースを整備し、ウェブサイトで

公開した。 

名 称 Japanese Tea Education Database（日本茶教育用データベース） 

内 容 
日本茶の栽培、産地、歴史文化等の 17大項目について、写真画像と

英語による解説。 画像枚数 981枚 

 

エ 日本茶の輸出戦略への参画 

日本茶の輸出を促進するため、国の輸出戦略実行委員会茶部会及び日本茶

輸出促進協議会に参画して、ジャパンブランドの確立やマーケティング体制

の構築、輸出環境整備などの課題検討に参加するとともに、国の目標達成に

向け施策展開を分担した。 
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（３）世界緑茶会議の開催 

世界各地から一流の茶専門家を招き「世界の茶事情について」の報告や、「世

界の緑茶市場拡大への戦略」をメインテーマにブランディング、教育、マーケ

ティング、プロモーションやツーリズムなどについて幅広く討論し、更なる緑

茶市場拡大の方法を探った。 

テーマ 世界緑茶会議 2016―世界の緑茶市場拡大への戦略― 

日 時 平成 28年 10月 27日（木）～ 28日（金） 

場 所 グランシップ 11階 会議ホール「風」 

議 長 堀川知廣 氏（静岡産業大学 情報学部長） 

発表者 ○ピーター F. ゴッジ 氏（全米茶協会 会長） 

○松本靖治 氏（京都おぶぶ茶苑 副代表） 

○ルイーズ ロベルジュ 氏（カナダ茶･ハーブ協会 会長） 

○カイソン チャン 氏（FAO-IGG on Tea、国連機関 元事務局長） 

○劉 仲華 氏（中国茶業商学院 院長、湖南農業大学 教授） 

参加者数 195 名 

 

（４）世界緑茶コンテストの開催 

ア 世界緑茶コンテスト 2016の開催 

新しいコンセプトを持ち、創造性に満ちた魅力あるお茶の商品を提案する

コンテストを開催した。 

募集期間 平成 28年 4月～7月 1日 

審 査 会 平成 28年 8月 18～19日 夢づくり会館（島田市金谷） 

出品点数 日本 47点、海外 41点 計 88点 

審査結果 
最高金賞 10点、金賞 20点、パッケージ大賞 1点、 

フロンティア賞 1点、奨励賞 1点 

表 彰 式 
・平成 28年 10月 30日 

 世界お茶まつり 2016秋の祭典 特設ステージ（グランシップ） 

展 示 等 

・平成 28年 10月 27日～30日 同秋の祭典において展示 

 （グランシップ 1階 中ホールエントランス） 

・O-CHAプラザにて展示、ホームページ「O-CHA ネット」に掲載 

 

イ 海外品評会への出展支援 

日本茶の国際的なブランド化を図るため、海外で開催される第 11回国際名

茶品評会や、北米茶会議の金賞茶品評会 2016への出品支援や日本の窓口業務

を担った。 
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（５）Ｏ－ＣＨＡパイオニア顕彰 

茶にかかわる優れた学術研究や産業技術、緑茶生活文化の提案や消費拡大等

の優れた成果について、5件の取組を顕彰した。 

部門 成果の名称 受賞者・団体 

学術研究大賞 

緑茶成分の機能性に関

する臨床的エビデンス

確立を目指した研究を

実施 

山田 浩 

（静岡県立大学薬学部教授 

/健康支援センター長） 

文化・芸術大賞 
「日本喫茶文化史」の 

学術研究 

橋本 素子 

（京都造形芸術大学 

通信制大学院非常勤講師） 

新技術・新商品 

開発大賞 

お茶の魅力、人、こだ

わりに触れるツアーの

商品化 

株式会社 そふと研究室 

(代表取締役 坂野 真帆) 

CHAllenge賞 

日本茶の魅力を国内外

に発信するスウェーデ

ン人 

Brekell Per Oscar 

(日本茶インストラクター) 

CHAllenge賞 

全国「玉露のうまい淹

れ方」コンテストを通

じた喫茶文化の継承と

玉露産地振興 

全国「玉露のうまい淹れ方」 

コンテスト大会実行委員会 

(会長/藏内 勇夫) 

３ ホームページバナー広告 

O-CHANET は、1 か月平均 29 万件のアクセスがあるお茶の総合情報サイトであ

り、お茶関連業者（当協会会員）へのバナー広告掲載を勧めることにより、当協

会ＨＰを中心にしたネットワークの構築をすすめた。 
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貸　借　対　照　表
平成29年 3月31日現在

(単位：円)

科  目 当 年 度 前 年 度 増  減
 Ⅰ  資産の部

 1  流動資産
 現金預金 5,450,995 4,081,042 1,369,953

 普通預金 5,450,995 4,081,042 1,369,953
 スルガ銀行　静岡南支店　普通2173142 4,219,039 3,096,508 1,122,531
 静岡銀行　駅南支店　普通763138 865,850 894,937 -29,087
 ゆうちょ銀行　00860-3-166641 366,106 89,597 276,509

 未収金 1,653,650 1,713,170 -59,520
 前払金 31,220 1,886,631 -1,855,411
 立替金 0 400,000 -400,000
 流動資産合計 7,135,865 8,080,843 -944,978

 2  固定資産
 (1) 基本財産

 投資有価証券      389,015,164      389,520,170 -505,006
 投資有価証券(指定)      389,015,164      389,520,170 -505,006

 定期預金（基） 3,984,836 3,479,830 505,006
   基本財産合計      393,000,000      393,000,000 0

 (2) 特定資産
 退職給付引当資産 1,400,000 1,200,000 200,000

 退職給付引当資産(一般) 1,400,000 1,200,000 200,000
   特定資産合計 1,400,000 1,200,000 200,000

 (3) その他固定資産
 ソフトウェア 89,100 121,500 -32,400
 その他固定資産合計 89,100 121,500 -32,400
 固定資産合計      394,489,100      394,321,500 167,600
 資産の部合計      401,624,965      402,402,343 -777,378

 Ⅱ  負債の部
 1  流動負債

 未払金 3,501,609 4,035,397 -533,788
 前受金 720,000 100,000 620,000
 預り金 142,552 187,387 -44,835

 送料 271 376 -105
 厚生年金預り 87,273 114,635 -27,362
 健康保険料預り 55,008 72,376 -17,368

 賞与引当金 880,000 840,000 40,000
   流動負債合計 5,244,161 5,162,784 81,377

 2  固定負債
 退職給付引当金 1,400,000 1,200,000 200,000
 固定負債合計 1,400,000 1,200,000 200,000
 負債の部合計 6,644,161 6,362,784 281,377

 Ⅲ  正味財産の部
 1  指定正味財産

 寄付金      200,000,000      200,000,000 0
 有価証券（財）      193,000,000      193,000,000 0
 指定正味財産合計      393,000,000      393,000,000 0

   (うち基本財産への充当額) (    393,000,000) (    393,000,000) ( 0)
 2  一般正味財産 1,980,804 3,039,559 -1,058,755

 (うち特定資産への充当額) ( 1,400,000) ( 1,200,000) ( 200,000)
 正味財産の部合計      394,980,804      396,039,559 -1,058,755
 負債及び正味財産合計      401,624,965      402,402,343 -777,378
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正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

(単位：円)

科  目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部

１. 経常増減の部
 (1)  経常収益

 基本財産運用益 
 基本財産の運用収入 6,840,842 6,840,826 16

   特定資産受取利息 14 198 -184
 受取会費   
 会費収益      10,555,000      10,530,000 25,000

 事業収益 
 受講料等収益   871,104 448,903 422,201
 情報誌発行収益   246,820 256,620 -9,800
 出展負担金等収益   338,360 448,864 -110,504
 世界緑茶コンテスト出品料 1,565,120 688,043 877,077

 世界緑茶コンテスト出品料  872,230 665,043 207,187
 入賞茶オークション    116,890 116,890
 国際名茶品評会出品料    570,000 570,000
 入賞茶シール   6,000 23,000 -17,000

   ﾊﾞﾅｰ広告収益 700,000 700,000
 受取補助金等   
 補助金収益 5,429,000 5,429,000
 委託費収益 4,473,824      10,321,953      -5,848,129
 受取負担金 1,145,056 1,145,056

 受取寄付金 
 受取寄付金 2,000,000 2,000,000

 雑収益 
 受取利息 76 1,537 -1,461
 雑収益 7,000 904 6,096

   経常収益合計      34,172,216      37,666,848      -3,494,632
 (2)  経常費用

 事業費 
 役員報酬 4,092,000 4,092,000
 給料手当   8,638,703 8,655,264 -16,561
 臨時雇賃金 2,274,411 4,781,950      -2,507,539
 福利厚生費 3,234,804 3,668,308 -433,504
 会議費   88,000 23,330 64,670
 旅費交通費 1,197,178 1,779,931 -582,753
 通信運搬費 595,948 908,795 -312,847
 減価償却費 32,400 32,400
 消耗品費   1,224,202 1,083,825 140,377
 印刷製本費 335,138 685,416 -350,278
 賃借料   57,803 113,668 -55,865
 保険料   36,917 61,846 -24,929
 諸謝金   975,374 1,566,657 -591,283
 租税公課   354,050 470,850 -116,800
 支払負担金 4,164,582 2,617,386 1,547,196
 委託費   3,132,000 3,245,400 -113,400
 広告宣伝費 246,240 246,240
 手数料   51,619 197,888 -146,269

 管理費 
 役員報酬   900,000 900,000
 給料手当   973,000 1,033,000 -60,000
 退職給付費用 200,000 200,000
 福利厚生費   913,688 953,766 -40,078
 会議費   7,700 6,400 1,300
 旅費交通費   82,400 95,540 -13,140
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正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

(単位：円)

科  目 当年度 前年度 増　減
 通信運搬費   23,234 23,701 -467
 消耗什器備品費 89,402 89,402
 消耗品費   17,957 17,972 -15
 印刷製本費   11,310 23,338 -12,028
 光熱水料費   107,342 138,216 -30,874
 賃借料   35,121 35,121
 租税公課   2,450 1,650 800
 支払負担金   150,000 150,000
 委託費   817,560 818,208 -648
 手数料   97,438 42,566 54,872

 経常費用合計      35,159,971      38,670,632      -3,510,661
 評価損益等調整前当期経常増減額 -987,755      -1,003,784 16,029
 評価損益等計   
 当期経常増減額   -987,755      -1,003,784 16,029

２. 経常外増減の部
 (1)  経常外収益
   経常外収益合計 

 (2)  経常外費用
 経常外費用合計 

 当期経常外増減額   
 税引前当期一般正味財産増減額 -987,755      -1,003,784 16,029
 法人税、住民税及び事業税   71,000 71,000
 当期一般正味財産増減額        -1,058,755      -1,074,784 16,029
 一般正味財産期首残高   3,039,559 4,114,343      -1,074,784
 一般正味財産期末残高   1,980,804 3,039,559      -1,058,755

Ⅱ  指定正味財産増減の部
 当期指定正味財産増加額 
 指定正味財産期首残高       393,000,000     393,000,000
 指定正味財産期末残高       393,000,000     393,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高     394,980,804     396,039,559      -1,058,755
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様式3

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

無形固定資産（ソフトウェア）・・・・定額法によっている。

（３）引当金の計上基準

①賞与引当金

職員の賞与金の支払いに備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上している。

②退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、
当事業年度末において発生していると認められる額を計上している。

（４）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

　定期預金
　有価証券

特定資産

合計

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

基本財産

合計

特定資産の利息については一般収入に繰り入れるものとする。

当期末残高

200,0001,200,000

科　　目

393,000,000505,006

（うち負債に対
応する額）

定期預金 3,984,836

394,400,000

505,006

1,400,000
1,400,000

389,015,164
393,000,000

(393,000,000)

財務諸表に対する注記

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

1,400,000

(393,000,000)

（うち一般正味
財産からの充
当額）

（うち指定正味
財産からの充
当額）

(1,400,000)

393,000,000

1,200,000

705,006

(1,400,000)

505,006

505,006

200,000

3,984,836
389,015,164

505,006

   退職給付引当資産

小計

3,479,830
389,520,170

  普通預金

小計

1,400,000

小計
特定資産
　退職給付引当資産

小計

394,200,000

有価証券

394,400,000
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４．担保に供している資産

なし

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
(単位：円）

ソフトウェア
合計

６．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

11 30年国債

111 20年国債

７．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。
（単位：円）

補助金

静岡県

受託金

助成金

８．指定正味財産から一般財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般財産への振替額の内訳

当該事業年度末までに目的たる支出を行うことが予定されている補助金等を受け入れた
場合には、その受入額を受取補助金等として一般正味財産増減の部に記載できることか
ら、当公益法人は一般正味財産へ記載をしている。

静岡県

種類及び銘柄 帳簿価額

5,429,000

389,015,164

当期
増加額

1,000,000

0

0

前期末
残高

交付者

合     計 3,000,000

0
しずおかO-CHAプラザ静岡
茶体験コーナー企画運営業
務委託

一般正味財産

11,902,824

2,327,864

2,145,960 2,145,960

13,902,824

2,327,864

1,000,000 一般正味財産

一般正味財産0

新・静岡茶ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略推進
事業費補助金 一般正味財産

当期末
残高

当期
減少額

5,429,000

静岡県
「World Tea Expo 2016」にお
ける静岡茶輸出拡大支援業
務

162,000

合　　計
172,835,494

0

0

216,179,670

特定寄付

寄付金
一般社団法人
茶取引安定協
会

3,000,000 2,000,000 4,000,000

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

26,284,506
54,180,330

評価損益

199,120,000

時　　価
270,360,000

貸借対照表上
の記載区分

80,464,836

72,900 89,100
162,000 72,900 89,100

補助金等の名称

469,480,000
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１．基本財産及び特定財産の明細

財務諸表に対する注記の２に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円）

当期増加
額

科目 期首残高 期末残高

附属明細書

880,000

1,400,0001,200,000

当期減少額

目的使用 その他

880,000

200,000

賞与引当金

退職引当金

840,000 840,000

16



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金・預金 普通預金

スルガ銀行静岡南支店 運転資金として 4,219,039

静岡銀行駅南支店 運転資金として 865,850

ゆうちょ銀行〇八九店当座 運転資金として 366,106

未収金 補助金収入等 1,653,650

前払金 次年度分の保険料等 31,220

流動資産合計 7,135,865

（固定資産）

基本財産 定期預金 スルガ銀行静岡南支店

3,984,836

有価証券 大和証券静岡支店

第11回30年国債 216,179,670

大和証券静岡支店

第111回20年国債 172,835,494

特定資産 退職給付引当資産 スルガ銀行静岡南支店 従業員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 1,400,000

その他固定資産 ソフトウェア 89,100

固定資産合計 394,489,100

資産合計 401,624,965

(流動負債)

未払金 引落し時期が年度をまたぐ委託費等 3,501,609

前受金 次年度賛助会費預り分等 720,000

預り金 機関誌送料 機関誌送料の預り分 271

厚生年金 従業員3名の厚生年金預り分 87,273

健康保険料 従業員3名の健康保険料預り分 55,008

賞与引当金 従業員に対するもの 従業員3名に対する賞与の支払いに備えたもの 880,000

流動負債合計 5,244,161

（固定負債）

退職給付引当金 従業員に対するもの 従業員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 1,400,000

固定負債合計 1,400,000

負債合計 6,644,161

正味財産 394,980,804

公益目的保有財産、管理活動財産として運用
益を公益目的事業、管理費の財源に使用

貸借対照表科目

財　　産　　目　　録
平成29年3月31日現在

公益目的保有財産、管理活動財産として運用
益を公益目的事業、管理費の財源に使用

公益目的保有財産、管理活動財産として運用
益を公益目的事業、管理費の財源に使用
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（参考）

            平成28年4月1日から平成29年3月31日まで 　　(単位：円）

Ⅰ　収入の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

１　基本財産の運用収入 7,345,000 7,345,848 848

２　特定資産運用収入 0 14 14

３　会費収入 11,250,000 10,555,000 △ 695,000

４　事業収入 4,100,000 3,721,404 △ 378,596

　　　受講料収入 500,000 871,104 371,104

　　　情報誌発行収入 400,000 246,820 △ 153,180

　　　出展負担金等収入 1,000,000 338,360 △ 661,640

　　　コンテスト出品料収入 1,500,000 1,565,120 65,120

　　　バナー広告収入 700,000 700,000 0

５　県補助金等収入 11,480,000 11,047,880 △ 432,120

　　　補助金収入 5,429,000 5,429,000 0

　　　静岡茶体験コーナー企画運営業務委託費 2,328,000 2,327,864 △ 136

　　　ワールドティーエキスポ2016出展業務委託 2,086,000 2,145,960 59,960

　　　日本茶輸出促進協議会事業補助金 1,537,000 1,145,056 △ 391,944 受取負担金として計上

　　　ふじのくに食の都食育推進協議会補助金 100,000 0 △ 100,000 支払負担金として協議会に支出

６  寄付金等収入 2,000,000 2,000,000 0

７  雑収入 0 7,076 7,076

８  前年度繰越 2,978,000 3,039,559 61,559

収入合計 39,153,000 37,716,781 △ 1,436,219

公益財団法人世界緑茶協会　平成28年度収支決算書
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Ⅱ　支出の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

 1　事業費 33,118,000 30,731,369 △ 2,386,631

(１)静岡の茶文化の提案及び普及(公益1) 11,793,000 9,996,144 △ 1,796,856

　　茶文化セミナー 3,223,000 2,882,775 △ 340,225
他団体との共催による
経費削減

　　緑茶通信等の発行 4,440,000 3,455,449 △ 984,551 協会執筆による経費削減

　　静岡茶体験コーナーの運営 4,130,000 3,657,920 △ 472,080 通常呈茶業務経費含む

(２)世界の茶に関する情報の集積及び発信(公益2) 21,312,000 20,722,225 △ 589,775

　　日本茶の輸出促進 8,968,000 8,564,773 △ 403,227
ワールドティーエキスポ2016
日本茶輸出促進協議会支出含む

　　世界への情報集積・発信 2,783,000 2,955,312 172,312

     世界緑茶会議開催 3,419,000 3,306,898 △ 112,102

　　世界緑茶コンテスト開催 4,142,000 4,161,538 19,538

　　Ｏ－ＣＨＡパイオニア顕彰 2,000,000 1,733,704 △ 266,296

(3)ホームページバナー広告(収益1) 13,000 13,000 0

２　管理費等 4,830,000 4,499,602 △ 330,398

３　予備費 700,000 0 △ 700,000

４　基本財産償却費 505,000 505,006 6

支出合計 39,153,000 35,735,977 △ 3,417,023

次期繰越収支差額 0 1,980,804 1,980,804

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分
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